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鯨未研修病院に指定  開成病院との合併  

開成病院仁牝匡北招集西弔丁目】娃囁和那  

確抵触蔑Lた外敵幸衛蟄主体とした専門病院  

「辞し恵鑓   

同病膜習練昨年・8月に聴臭が虎代L、北線  

虫と由合併杏前掛こ病院運営申専譲があり、  

川村現番長折両艶甲昭婦長蓉兼任していま  

した。  

題喪｛嘩描一陣野な蓮官許す番中で∴蘭画隈  

靡韓鞍をよ申赫するた軌昏俳相中請屈し  

宜匝た上こ苺、こ再度北端連席牌庵簡明琶瑞  

相蓋』た．   

合併蟄昏など、現在盤痕てい古手続患が髄  

了統幕吋 毎月転結掛併軍記単行い特定匪療静  

ヰ北倫車膵札挽北穂病院と隋鑓病院骨よ喪す  

晶エ．尉に趣軋志す．   

開成輯隈ば昨年軌には萄醐弼曙常住人  

陰草折患歯轟碍睡とし、掛札内軋戎＃ン  

車甘ニケ鼠、日直－ピヨテ一軒ヨン蕾申革抵当  

院ど時速構を一廟密勤王胎齢こ当た、り垂範   

臨床壌漣L官昭基本明神群、底値菅俸称  

L、プ予イマリケア（病魚嘩瑚嘲聴どの初期  

診療1にも動感智者私版麻鹿蓉背薩す愚こと  

を巨的に康平寮斬ら■瞑肺昭帝鞋即断ま必博化  

生れ古♯が政敵ヰ甘い鼓す．こ丸尾鼻祖営甘  

為朝輝楕捏柿牒さ恵まだ少なく伴刊野草帝都  

拇珊盲軋ていますや   

当院蛙二昭医師盛儀痍嚇催を行う病院とL  

て蹄指定中帝を行っ恩l・軍苛Lた一 こ昨た輔  

走路産韓宙浦たLてk唱と選良られ、併臆市  

場に晶届鼻息い満悦とLて、4月Ⅰ日．付け甘  

厚生常備畢嘩碍可酎受けました這  

亜備庖鰯恕1年軋及び巳・単軌、替4人、計  

軋九東軍受持丸抱掻ことが可確背骨申   

なお、当梶抑轟韓跡目にな射精神神轟制  

で宙軒俸は既報艶抱社団同仁免田弼秘鼓蕪  

婦A科経歴鰊睦武膏尊重札幌素重病暁癖担当  

L、当除を主病院とす魯病臨群せL甘抱措建  

とな巧ています．  

′■  
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手 術  シリーズ算用回  病原  

軸観錘嘲師綽頃・嘘軸 勤番療迦善事龍瞳  
麓鮎森元恕籠乱酔静腎触厨替す忘＝撃塗窮囁新郷頂楕悲酎叫声町澗鞄薗電極  

鞋野哲熱．若齢酎苺痍帯革軸撃鯉卓』、＝密軸転車輌弥増撫■ら痢嘩転調確  
率頭醸卓埠蝉癖痛も億鮎恕痩鮎画由も腰椎軸亜適齢咄L鮎誌寵蛮地′  

憩軍畢単願敵軍鱒提琴貰樹鱒嘩奇帝掃海霞壁掛嘩親告・鞘顔朝画蕗  

師軽替蓉1嘩蜂起時平麺酔感執痛感軸鴎鹿義塾帯出触由恵良  

嘩酎一鞋慢苑鞘講野哺棟醒胞直撃廃  

車甑麟・嘲囲嘩固執・且瑞臨敵  
三業滞閣聾：正二・．‡■・醍・t滑■聴．鞄  中熟‡椚窮鼠  

凱軍師革精一重厚劉鴫「師事和   

一師轍巌雀蜂惑乱慈恵由軸独両替nFl  

若槻博鞄康博髄笹薮電中電触．重電態帝  
軸癖鴨   

軸苧師酵琴平綽垂嘩廟頗轟誹嶺翫  

革軸御蝋敵む滴撼藩配一   

三三守間隙主導輩甜伴嘩・輔弼帯で  

嘲醸硝掛澗噂哺  

‘鮨温顔馳塵転勤組・：牌歯如法羊振替寮轟 一ヽ・  

打野師常箭軒・鮎牒弛㈲閤・囁背骨春串．琶鞍  

声垂由節憾、・麺棒嘩由L巧埠染抜轟封已垂酔  
・鰯肇鞄謄触鹿轟豊艶臣摘・増陸h  

師嘩・垂親臓磨草構患轟陣誌軌熟患者要  

一庵鞋監≡珊瞳帝華特闇顧曙軽骨￥博範   

榊車王・脚思椚蒔嘩萄密恕姦持恵虹 ■二  

転亀熟慮転属蜘鹿骨．値鞘亀辞辞壁藩磐愚・・曹  

恕和勤番懸軍嗣蝿酪農甘鞄轟膏垂毎時  

＝嘩瞳朝組亜尊転句醜由無藩違誌酌碩  

輔；漕じ菅帯解彗乱撃粥溝置荊瀞噌蓮華院  

陣軸韓蘭畢車寧麺軸轟軒申嘩瞳降車癒  
凱・備中轍鹿針患ず創芋鰍  

憩蓮華・・吼苦・哲唱蔑暫膵癌匪嘩触．醸  
＝壷熟秦野軸鹿骨＃  

も嘩戦車轡彗埠  嘘掛l．血血狸甑‘亜痴  
弥斡敵組1確執拝も内科砥堀囁爛開舶相場姻  

懲郎開聞蒔苛酷  

J■   

二脚苧撫桂賢哲愚嗣勘静㌻輔街酔背首  

車重斬駐叫亀垂嘲脚・如唖鱒画  
垂範   

闇儲掛鮎Ⅳ連呼牌鞍蜃曹軸阜璃坪  

卑軒励夢軸毎朝師廓亜蔭ユ東部嗜癖嚇睦  

嶺奉養乾 草帯紐捷覿ki膚諷嵐嘩哺鼎輿妄  

・廟醸と嘩軒弾†醜．軸．麺掛軸．  
瀬乱轟横路拙軸 

善報薩鰯勤軸軸睦一  

偉観琶師鞋辞搭野馳も．感触療恵那正  

樹奉基頭時節韓園啓閻藩海   
相卦許酵葱鮪推定．・鮒払棚転塾  

鮒軸撫♭転甲竜車顛醐痺 ■  

・■・由転戯輔噛動感如相加醐心醐牌  

磯雄嘲・健脚撃聾群軸鮪覇轟撃紆  



（釦  

調節をし叫僻の予防骨幹温首領壁奇軒甘，  

♯聴密未練に酔貯工来聴髄底・レ恐師事短い塵  

す。  

こ㊥よ引こ今ゃ敵手軒甫南田立尭隷塵廟  

史親執政轍を衝います故健尊宅畢砺瞳垂宅  

間庸な宅紆わ軋てい達す寧   

当園間ま守衛が艶東ウた疇と幸衛が纏ゎ事  

たと幸甚．必ず担当前庭師部庵手術畦軒サ魯  

晩阻を行勧増す．璧ても先駆な帝明です豹  

で‘納得し饉群で卓愚誌で尭舟に説明を棄げ  

て下さいすモ札が潜心と・日も早い回楳に結  

びつくものと思っています」   

麻酔が効いて気が付かない間・の出兼事です  

が．かたと昔も私達神童担黒夢少‾才が必ず  

嵐酔っ耳います廿  

t豪族】手術中1ご家族中方にはPH革■僻  

内専用席薇電貞割をお持ちいただいて≠、ま  

す古手術竜辟前せ潜待ちいただかなくても手  

術的確了を茹知覧せいたLま甘．手術終丁親  

I粗当匡師か馬手術由状況屋ご蘭闇小たLま  

す云  

Ⅰ焼魚1手術密計厚配列弘幸締廓儀礫碇  

帯了L、愚者蕃島碍賛彗が守毎れ古罪墟魯作  

る三塁壇滞」扱者盈耳い鼓鶉劉且鑑とて  

もあた貯ま息轍三と背骨が一対‾←畢畢延長周  

一敵を伴野中位簡し耳巨草頭軒射幸緬豊中  

べ撃卜廓極度確暑熱庭当恵頂贈七惑う史い彗  

〔  た帯鹿筆陣軒こと葦ど苛甘申  

ガ一腹肇軸転嘩嘩醐軸硝嘘嘩画し、垂  

転に幸衛替畦辛鞘満碓嘩匝ントぜ淵を骨  

壷といゥ鞋、碑啓作柴草革奉降車賽荘帯封、  

億圧腎無謀恕瞳増艇身徳政僻ま議定崩府地価  

手術童 香顔料長 再 伸乗  

委員会のご紹介  

ヰL境地梅南障守軋端々癖垂尭盛凄塵持ち蛮垂車よサよ1、医療直ゴ提供出来るよ・ラ轄  

めでい表す．．この中か毎年固持踊砿深溝黍薦会軍備渦御帝華官滞府中僅差億サ  

掛野転幕覿申卸町噴い市場蓉一掛こした  

エ皇丁取落劫円守♯薙範猷和まっ轟牡Lまし  

た争製剤脚脚粛戦旗辞萎軋一別作帯畢生楳  

†■  

輸血療法委員会  

噸血製剤は善意の廟血で提供された血液掛  

転作ら丸ます．ニ碍様な＃晶は生物由樺払  

とい拙、感染症碍発症、枕席抗附こよ奄異  

物尿症、不適格な撫拝による有草な副昨掬帯  

生など密危塵膣伴っています－   

輸血諒態乗員皐はこ抑危鰊性をで壷歩廊  

け水蓮くL寸、嚢虫に輸血妹牡密行う直観k  

医師、看護肺¶号してま撰部門欄珊し農射  

軋擁軋直串東予で耕鍵真紅てい立づ㌔   

輸血掟か廓如億鹿追起こ起藩栢ル合い、的  

確領事楯蜃革僻して，各部署間での聞達いがr  
＝起轟な厨よ鼓旺L甘い壷サヶ  

覿嘲軒鮪容爵位田  

…張愚弟別£な埼藍L  

た罷こ恥断ちも棄全  

癒輸血孤患・創造皆蜂  

嘩草薮庶牌蓮華雫甘  

ただ者まず。  

輸血轟鼠  

三藤 椅子   
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ひ亡く号柴t≠モ ー亡軸で軸17～  

■蛭超■蕎た盲・㊨ ☆グリーンアスパラガス☆  

華から夏が旬¢『グリーンアスパラガス』は甫ヨ一口ツ′欄間塵ですh太陽を溝びて育った曲が  

rグリーンアスパラガスJ、缶詰用に茎を太陽に当てないで育七たものが「ホワイトアスパラガ  

ス」です。   

⑳注目の紫嘱爛旧  

肉類と組み合わ  

せ晶と、アスパラ  

ギン酸の働きで  

たんばく貢が勃串  

よくと九るよ！  

′t  

即露弓手何秒早い  ゆですに紳助て  

ビタミンB群やGはゆで古と水に清 

け出てしま手中で、ゆですぎないよ 

うに！  

すぐに味が薄ちるので注意三  

治凍する時はゆでて水気哀切り．  

ラップや保存袋に一列に並べて   

一1l   
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休憩室  
土着Bさんの印尭   

私は患青．放邪をひいた。市粧中葉馨飲ん’卯1  

た打恐軋 こじらLてLまったさ仕方な雪．何とか  

時間を作って近く由病陰に抒？ち  

卦軋間静崇へ記九草Lモ静敷こな苧缶  

「どうし東′したか」「脚をひ幸ました1  

康博ど塵聞担惑直見腹部白蓮電圧敵いエとを槻  

いてきた。  

「購は激し拍噂で菅蜘℡J  

鹿郭と菖ゝ沌牧場申密か臨粗悪蜘．叫そ譲なも  
のな取結細か中一王と恵贈願い雫£説  

「嵐政裾引酎隷枕詞知慮腐蝕卜鴨舶虎」  

こお趣こ担鹿部塑闇観あ農相宿毛与純  

一㊥ど奄見せ耳聡捷だ相生す軌ー赤＜血サてl手先  

華ね」r巷よつ・老衰軋』ます」  

君雪音う車増産持無碍下品把耳管せササージしだ  

Lた準嘩静畢蓉当てて射軋博狂いる看建師甚ん  

に何方嘩・員で帯革をLた皐  

「少b鞘忙なります．許レ朝鮮嘲汁嘩増野  

が艮出です利  

雄晋耳何な申だ右手軌そ拠よ町こぬ場面で棟骨  

すりで苦ったらユどうなる蔚だち軋 育勺た人指い  

古田だ董うか．と患いながらも・・・  

r蹄頼酎削lレ葉す。」  

と庶射的に誓えてLまった。   

血春蝶毎れ、胸蘭曙欄描撫うて、口町中恕続騰  
でこすちれて、また一時間くらい待ウた．   

もう一度酔萄真に呼ばれると、先はど撮影Lたレ  

ントグレ写真が写真愚見局台にかかりていた。なぜ  

かi医師ほ先ほどの静轟時より虫だ軸丁℡、結果の  

記入⊥て由愚衆も見ながら説明してくれたらウイル  

昇がどう√．吼痘痕を調べる数せがどう抑といろい眉  

と蛙しい言葉で熱心な府だ帆私に旺ただ  

r胸蜘耳1です軌とても卓加持甘す．他にも色々  

■鴫て見た㊥です】晩t11炎症も漉く、斗邪をこ  
じ竃■したよ・うです」  

と音彗官♯だけほりき牒聞こえた。都路か唇草の  

づも盟で来年帝だ即革．何軒拍手膜坪畢  

「一応0血X■勒牲射程打ち東山よ剖＝  

転と罵りそ熱が胃駒僚碍守雄射喋ら阿智も廉l哺1  

ら通辞甜いしたいとごろ、だ甲  

Ⅷ壮3B尭だ叶出払ます新説 己約で且宅趣毎赴  

かサたら文机毎・してく、虻菖むもJ  

ま、ニ如で⊥無心ぺ凄か増た鹿掛瑠鞋車  

f敵蕗王   

且医師のある日の外来   

軸†蓋匪部、卑宙で席＃鞄鮪晃曹鰐て蕃た．こ払  

蔚響掛蹄騎か取払啓古み酎診察すると番付先入観  

蟄すで、．．帝陪審頬飽掟静惑慕鋸王■Lようと心がけ  

甘い番．聴iど’鹿部甘嘩嘩掛も樺舟嘩嘆息拍前  

経と惧苦い卑翰苛躍麿が肝屯1監達て耽の患者唱  

和括紡称呼軒乳  

「どうしまし敵軌F脚魯申告ました」  

監Aしていただいた間脊索で牡鈍盤解放者畦上  

気道炎だ．  

「壌は撒いlのですか守J  

卑Y脚酎こなりてい亀川＄A甘B‘■筍はない蓮眉  

うが患のた削こ伺っておくことにする。  

r最近外附はしTいますか」「いIl且」  

むヰんで見ぇ岳軌現在の醐仕ど争だ岳．軋  

「㊥ど毒見せていただけますか」r轟く恋っていま  

す軌「もよつと失礼します」  

申どはかなり脚Lている執 刀シバはどぅだ．坤・  

吸音も正常とは青息聴い．肺轟になりているか庵  

しれない、検査をしておこ㌔  

r少し♯脊拍になりますi拝しく耶たい呼号す  

が且いです軌  

なぜ1操寒が必要な再か夢ちんと説明して理解置  

いただ音、早島に檜療群必要と考ぇら九・草病気を  

きちんと否定Lでお寺たい皐  

職師蜘帥嶋増す．J 

よし！見たところ仕♯が忙L尊貴替由で、な苺應  

宅仕事を特恵な竜官長端1よ引こ卑自中臣陸産覇権  

鼎を榊Lても包激包農相むか春草謡サ亨に軒海ば■当  

て鮎転えば一時前七島巨葡瞳転醜掛軸鼓動監   

慌軋抑結果が出たさ盛衰直垂肩車裁敵も高く融、、  

胞廃盤應思惑鳥庵鳶恵丸損ぜ間接敵情書類尭噸  

軒漁癒剋＝遮ら、し歴瞭だ乱鮎  

と恕患えず脊尭臣丸亀垂k職で密かっ尭ことを  

ご税明し衷心し骨頼敷詰＝覿  

Ⅶ那昭寄寓でず軌畠て亀垂れ榊可すれ地旺屯色々  

■輯て且尭超「管争乱卸l炎症も無電、東都奄こ  

じらしたよぅです1  

患者尊ん、も蹄畢卜した掛か先ほど未軒顆頒華博昭  

恥たよう乾．  

rr広口血米華佑旺射単打も乗じよう」  

万謳→他鞄革荒も考去られる碍で、こ札で操子を  

見早いただく芋にLよう．  

囁仕草打分貯味出します軸ら．これで良く鹿島な  

軸ヨたら又吋与してくだ古書l．」  

早く，供奉草れますよぅお大事に  

′ヽ  

r  
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よ占Lく宙磨いいたLます   

今年度も新しく職鼻が人中ま■したf新社会人となり皆様にご迷惑町かからないように   

一目でも早く仕事を簸えるよぅ努力して参ります。  

帯且病棟  

駒井 祥子   

軋がこ再札幌北鵡  

病院で働こ与と息克  

た距は、塵皇侶蛮化  

に密帝討ちでした。   

一丸 ▼人中患者さ  

新丸杜且研修拍グループ甘け香華も酪心告い  

まLた軌患者・さんの所尭や帯棄港受けÅれる．  

た刷こ旺、患・青草ん掛蹄を蘭吾喪疲や倒心盾満  

ち理解する姿勢を持つことで、そ巾溝な心構え  

でい巷こと廟頓着峯ん自身も徐々に私産に心を  

開いでいただけ愚昭だと患いまLた。車して積  

極的に患者轟んに捷することが侶頼閣億を塾宅  

弟一歩に繋が藩命ではないかと患いました●   

嵐都韓自分自身群とても無潤して患者垂克と  

壊すると患います．こ恕lまった顔で炉奄左局眉  

さんも無僻してし主計む思官昭憩、砲良い霹儒  

や雰囲気劇中にも必ず栗帯革窟耗ず優しい擁し  

方を心がけるよ引こしよ撃と照瑠ています。   

患者さんに丁寧語憩昧しやすいように帝L、  

伝達届ことに来任を持ち、ボオント密輸った説  

明奇行卦帯が尭切だと考え蜜すせ   

憑若草ふ昭ケア宙通して教わったこ塵暫窟軌  

ザ仕度病棟塘亀頭備ゎでI、重たいと思い鼓す。  

リ  
んに蓮ぬ細やかな看  

藩吾提供できる抑で憺聴いかと速力たからで  

す。病棟虻鳥毎と忙しくて葉掛こ追われ竜こと  

廓轟い恕甜昏ます軋 どんなに忙Lくノでも患者  

乱船蹄身体的な部分だけでなく拇神胞な癖掛鑑  

暫邑智向けら乱る食滞を持てるような審魂肺に  

鹿り・たいと思います一   

食室恨塞他によりて患者革ん煎プヲイ′慈シ㌣  

が守られる庶面．地点凄垂んとぬ壁椎が減り、  

凝」主や市象が尭訝ぐ杜思ことも考えられ属  

す。柄華車．軒垂す各棟集蟄輔やし、患者さん町  

酔えに耳鼻憬吐、風景増額者になれ奇よう心が  

けたいと思います。  

外 鹿  
克 香織  

「看護府道に進みたい。Jモう思った刷ま、  

私が躇鹿田帝廿Lた中人とかかわ古仕事がした  

い酸 九哺に立ちたいと愚母たのです．  

藩蘭学撫時代は、毎  

日諾胤とでも大変でした  

患。難Lい、直撃用語や  

と宅も専門舶な捷簑に  

づいていけない時もあ  

り重した占 臨席＿尭菅で  

甘記軋に追拒弛，ギじ  

けモうに牡草直弾庵遜  

りまLた。LかL苦し   



（丁）  

町皐哲学宇野準饉群島架翠頻習辞世粗暴闇層療  

韓鞠酢柑者匙背中頼架経由官制茸廉廉熱意L  

軋三者b青酸麹恵、諭巌鮮感鮎垂詭触感鹿叡智  
転鞠岳出転  

零封軸・印群㌢・「雨間鰯牌ま鞄草野  
順鞘鄭指す関村神髄掛弼摘録鮎   

聴績粥騰蔭舟場♯轟恵誌感触葱官∴針鼠疲  

苦熱   

牡畠嵐匝腹哲漕ご茸濫麺■鰍ヰ届出醜  

敵噸索敵．・嘩漸軌聴感朗摘惑娩出脂  

廊∈増車喪L嶺瀞甲遵奉鴫軸坤嘩酢・應  
・軒甘世評k軒軒ユ菅重奏願卦笹：』軍師寧幣軒哲  

常守議だ筆者一路＝蕾ヰ身奄蕃萄應勉励臨軸轍嶺  

癖風埴軸胞咄泰転甘途中感触密．L岳鮎  

軸嘩虹雫軸争塞璃坤軸軸叩師直  
燕斗・問囁i貰滞誤1胡零時蝿馳額鞘掛嘩鮎  

蕃軋  

鈍感嘩亜迦虹癒軸遍在由感由革  
ノー   ＝＿．   ＿  

蝿牡  鮨  

昭ヒ・．－．．の   蓋輝毒筆帯革蕪辞髭  

昔鷲敷敏定数奉職牌華患∴甘藍鞋脚色  

＝槻藩好転ぜ鹿一生嶺．免厳重領有料葡鮎墟・  
鱒鱒車顔中埠齢車軋恕攣触感轟  

輔阜細筆轟軸痺■単軸皐廟梢・1・轡鞋  

■姑壁掛嘩草i．葺範椰憮上動産紆甲軍閥艶■  
．ヒ官吏嗜v熱転彗皇盛挙萌恕骨折蕃配如鮒  

r 撃轡崖草地鰻叫ぜギー直垂臨  
嘩唇』苛折線垂単項掟車背馳興野も当番蒔半甘  

第且病棟  

色川 由理子  

罷喋，春樹鼓L宕掛  
鹿卦←詩患．破顔趣藤療陰  
廟軸足哀感暫垂皐b  

．細筆皐軽重蕃酔唐草豪   

九 勢皆勤熟語敏也轟捉鬼盛夏誌摩感鈷皇・  

遭恕車車も弧線触感粗＝釦瑚嘩  
平喜屠蘇奉村野溝肇画軍跨重野撃師計畢鮎鶉軒  

帯敵勢葡農掛嘩甘覿智弘零時脚・■器軽樅  

温熱島木犠搬鴇康博趨感碩頴鹿童笥ぜ考患～，＝港  
聖嘩噛感触迦義鎮塵感鈍感拙宅嵐軸鮎  

喜墟閻輔革   

博群拝詳詳嘩掛畢撰集野屯，鞘野生愚計駐  
韓轟宣巌砧鮎最新恕謝熱意敏弘脊晶森組  

輩醜輔撫i感i嚢転ん棚鵜感奮晶譲軋馳畠  

感極東過・剋畢車軸掛野欄干鴫新鹿革帯  
曙鞋貰中華整頓職   

≡醇葡醒葡萄車患遵廃藩由軸出勤・喧應射  

短音＝願癌踊葡L麿払い鹿縮塵七感想一息癒鹿  

・嘩電車華中覿＝日欄軸 鱒何巌  

曙執稚準；払質草せご嘩背耶草鞋雫上潮挫  

恥脊卜哺勝勢最盛掛艶藤詩涌鮭緩魚礁．酔  
L帝樋脇蔚塾鹿鹿島鮎感謝蔭恕知恵丘増  

癖強食壷も   

r 鞄温帯嘩鞄・背軸』官幣野師常  
灘詩準穣群蟄轡静果貼鞋電J艶樹層佳啓一・  

儲酎指晶軸蛸由・む．儲感蕪酎軌．，鹿息息蓮療｝  
盛由森鮎愚痴重義魅亜醜歯甑操L島   

・他車単車・ら  

瑚嘩術脚酬犠．  
牌I軸叶軒軒一彦描法尊顔濾顛恕癖操軌  

凰毘舶雪崩指摘睦忘七軌一座両地頑甑  

車扱軸癖軸正規ヰ琴軸陣準埠卓嚇呼草  
薮♭鞄計．嘩範囲轟観楔顛討幕辞薪常軌・償お  
磨誼郡1与廟青竜畢籠荒畑奇真鯛直患重患  

L鴇敵嵐鈍感』－J・虚器轟愈転鹿繚触嘩  

＿ヽ； 軸醸感去頂轟軸紬‰碑鮭掛車重k嘩屯 ‾T＿  

壊帯i＿卿席帯撃弼亨増枠陣欝囁凱徒者義  

塾』背標津牡鹿磐蛋．掛魯魚衝凱二億薄地義  
盛聴癌射励庖元痛感鰯息L奇癖錘腐塩彗若垂当惑  



（8）  

磨蕃僧＃センターニュース  

熊サーピ如こ瑚¶て将来推計密行日算僅差頂  

L農政仰よ骨旺嘩辟鼎が革密垂れまL転  

このペーージの下表塵ご覧ください  

札憮帯鎚外忙j掠柾蓋．い酔＃は住血でい愚と左  

通申担当密口匹軸如塘軸瘡くだ割1。  

今回のセンターニュ←呆は  

・睡庫保険韓や改正について  

・介儀保椀料の変更にウノいて  

・介韻保険料の陣免樹鹿について  

宙伝えL草す。  

く健康保険法の改正について＞   

健康保険ぬ本人、国民保険〔退撤有本人、  

退職者家族㊥Å暁〕の一一部負担金が3背けに引  

き上l■封こなり草す∩ これにともない継綿廊礫  

の制度も廃止になります。継続療養畳翰者証  

をお持ち疎軌ま、現在加入してい計昧険証庖  

ご醍示ください中   

主た．TO娃政下印薬剤一部負担金も廃止  

となり章Lた。  

＜介蹄保険料昭廓免制度について＞   

fL幌市では平成15年定から、介護保険料の  

減免制度が開始さ‾丸ました。次の1】～5）  

す戎てが当ては生る方が対象となりまず，   

旗当す軋方はお住まい煎直の区役所保障牢  

鹿渡へ申請してください。こ恥によ甲声1・段  

階相当の金額蓋で廃除科が減免されます缶  

■■I   

1）・世帯生島野市民税非課儲  

（保険料が市営段階〕である。  

2）世帯の前年の年間収人奇計が次の嘩以下  

である古  

く介護保険料が改定されます＞   

平成柑牢4月にスタートした介護保険制  

鹿。ヰ入から3年たち見直Lが行われ．升溝保  

険由保■腱料・が改定き軋ました中   

対義は85．裁以上の方が市町村（保険者） 

に支払う・介護保険料〔第1草体慎料主です。   

札幌市では升諌梶棒サービスを利用．でき古  

啓介耳認僅音痴赦や、今像利用される介韻保  

120カ■円  ■1由万円  豆川方円．  鵠0万円   単身世帯  射通帯  3．人瞳帯  4人＝世帯  
所得段階   封・■ 鼻 音   

平痺15年串から  

仲嘩14年鹿）   

生暗保雄を受けてい古瓦・老齢福祉年金・申受給者で世帯全   昔軋741円  

弗1喪由       展が両虎個非醸税の方 （1軸血円〕 

翠掴備  世麻生旦が市民非昧税の方   
34■．l■ 

建乱ヨ00円）   

45．4島■2■円  
轟3段階■  本人が市島税非課税で、世帯中平担市民税艶税者がいる廊  （37・．■．相中円）   

本人に市民税が課嘩 細，8∈措円  

第4段膵・  ．・ 匝7，＝1P．0■円）   

本人に市民税が準崩されてI・、て．呑計所得金痛が細口万円  錦是丑3円  

簡格段階   即上の方   持氏醐8軸   

落葉際に納－める保険料はこの表を■基に井出Lた確から1・8円未満を切虻捨てた額．に・なります．  



柑〕  

癖缶旗日辺地、世常盤慕がL漉．措濫造ご恕   

旺5草屋円磨加算い赦し諜甘色  

端専寒帯対顔丑恕愚艇晶軌辞観相財嚢とな   

勧艦克惑個展か彊軒数畢虻静墳なども骨格   

であち轡愚蒔窺紹塀丸と藤野宜すも  

朗世♯重義卵廟新鹿療治副儲姉  

御摘叩湖下背毎愚肌  

射苧供敵紋別世帯諏帝畠税覿擬都こ  

撫義臣税1睡簾搬藤吉連虹て甘ヽ短い毎  

酌世帯重民革帯任用琴嬰卦掟  

別荘車上地産商有し耶憶キ㌔  

宮博帝に邸緊密脊韓ラ  

‥中盤暁堪轟感知番なぜ世帯全員懲  

南軍腹風脚磨か藩抱囲常束雫  

・1肇帯重昂野照韓垂簡単華野卑革蘭  

■如嵐♭雷圃思鹿確碗癖都鹿抱恕  

出上費用農L、車線蕃を恕こ塵慧宜宅だ重い岱   

ま先，こ嘩よ膏替闇鹿暗藩市町村でも弧白：  

厨醤油元頼凱点滴息離銅㌔乱酔融摘  

措お住まい氾灘蔑Yノ驚鱒租替悪口習潜尋蹄宅  

だ封瑞   

ニ簡規う旺自己菓担拘引啓上肝郎師部難に  

息智密計闇庄迫か鹿惑主用肘・藷甘。   

医療・費蘭個展三、馨堪幣制鷹蔑ぎ軋酵申請  

茸韓等位宅熱1耶乱舞錬磨晴朗観葉情報健世  

辞二叫覿悔旺紐声覿鮎輔鴨居宮蟻   

藍た，世㌢ダー苛性熱願‰雫1腰間節簡に  

患者諷鮎澤画せ睾せ密甘に養醜鹿恕生殖睦巧  

打官軍溝華薗恐垣庵斬こ壷聴雷旺匂いて．戯  

評旺伺い或軒与ぎ印度彗奄こと軍転嘩構背骨  

酪肇担当漕砥鹿申L菅式だ削、楓  

′■■  

外来診察担当山麓  

月  些  ヰ   ．   

木  華  土  

午碗  午歳  午■甜  中森■  牛酪  中森 r・午前   平壌  午前■  午艶＿  午腑   

比 
中草原  争井 小：遁麻  埠≡常  柴■柁   

内  科．   木≡山・   仙＝本   本山  
甘．牡   

韻化野路   
．主・■・・二・  

鼻．u   

＝P 軌；諾．．  轟 田  凍・田  本 田 應田  摩 ■田  

偏屈歯科  ・山・田  傭・山  舟一 山  

川 村  日 罪  ■喝∴狂  丸木甲  臼・串  

雅 称   畢・匹   韓・ 華．畔   
帝窟畢柁 

東 
掛醐問  ・＝ 邑「：■・．  

廉  曲面  鹿・・横  

耗牌l  

小・児・拝   垂・田  唐 田  東鹿   東 田  垂 密■＝ 田 東 田   

担 科   ロ ロ  申  

‡丁＝■   号 井   耳井 草 井  卑 帯  サ 卑井   

巧■イン■訝 
リ．ニッタ  

自・痕 白 幡  

甲・革  中 尾  

抗日印・北東からの輔遺臣が担当いたLます－   



（川）  

垂盛観  
画諾 他の 

輔苛性群書t蘇畔軽栢蕪止  

札幌北海病院で禁止し吉山鹿  

Il・ラ庖血液韓董辟瑞康欄間亜蘭増  

甘ぎモ摘暫すa塀騰が不安牡拍骨、  

レ哺拙赴ぜ苛軸㌔  

剤院患者巷んから   

ぎこ甲軒院暫態苦嘩億官拝しでて範確い．軒睦  

患い畢軒拭勝帯解哲学奄増た重か癖脊尊顔  

ど軒も転嵐超い管しょぅ触  

外来患草さんより  

匡I  
鹿帯電蒔かち出る昔碇掛蕃壁芭に  

ある・直掠樟轟応需響を鮎軸モれ  

があ阻ますb Lかし当院療嶺篭柄葺助広さが  

あれば、低め痺董の．匝臆墟静は酵響を牽け鼓  

せん。また、埴凄地祇Lた目蝕ま診酔密輸好  

配してい苺と替以卦は個人の嘩蘭智東軌こL  

でぃただ穿たい、といぅ事です卓置こ守  

愚繭量軸こ限りて癒着惜甚マナーモ←ドに  

Lて静表示由あ酎悟踪碍付近で使用し御、、  

専の榔限をしたうぇで使用宙静絶てい、ま車も   

′吋コ㌢も庸用可能ですが、挿も込和ま事  

前に必ずご相談ください与密剋、電気槻器跡  

持屯遇みは一日1嶺につ皐首甘円感嘆潔刑憧  

削1ただいて勝野来宮♯  

囲  
当構苦味血兢樺章申卑魚島春巻  

んが鍵盤めになった棒線陰聾報告書  

密潮境ししてお叩ます。酔顔仲嘩にお申し出  

宅だ削1占特別な料金鞋七壮だくことはあり  

鼓せん。   

な赴．草野飽田偉査苧時項目によっ甘醜町  

担いがもがいますので、庭師帝裔篠肺にご相  

就ください。充分にご現明Lでいるつもりで  

甘・軌不問な腐植いっせもお尋粗くだきい色  
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